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高知市民図書館移動図書館業務委託仕様書 

 

１ 件名 

  高知市民図書館移動図書館業務委託 

 

２ 委託期間 

  令和７年９月１日～令和 12年８月 31日（60か月間） 

 

３ 履行場所 

  大原町事務所（高知市大原町 98番地１），高知市民図書館及び移動図書館稼動巡回場所

（別紙巡回日程表のとおり） 

 

４ 委託業務内容 

⑴ 開館準備・閉館業務 

（開館準備業務） 

  ① 書庫の開錠 

② 事務室の照明機器・空調機器（主に夏季・冬季）の電源オン 

  ③ 業務用端末の拭き掃除・電源オン 

  ④ 予約在庫資料の書架からの抜き出し・利用者への電話連絡 

  ⑤ 車載ノートパソコン（以下「ＰＣ」という。）及びハンディ端末機（以下「ハンディ」

という。）の準備 

  ⑥ リクエスト（予約）カード等用紙・発行物類の補充 

  ⑦ 一般ステーション以外への巡回前の連絡 

⑧ 車内の資料の補充入替・整理整頓，車内清掃（ゴミ出し・床掃除・泥等の清掃など） 

  ⑨ 巡回日プレートの書き入れ 

  ⑩ 雨天・荒天時の巡回中止の判断（市民図書館側の担当者（以下「担当職員」という。）

と相談の上決定） 

（閉館業務）  

⑪ 本の補充，荷物の積み下ろし  

⑫ 利用者登録，利用カード再発行の処理  

⑬ ＰＣ・ハンディのデータ処理，エラーリストの処理  

⑭ 予約の割り当て処理  

⑮ 翌巡回先ステーション等の貸出図書リストの作成  

⑯ 予約入力及び予約の取り消し処理  

⑰ 業務用図書館システム端末オフ等終了処理  

⑱ 事務室及び書庫の空調機器・照明機器の電源オフ  

⑲ 職員通用口の施錠  

⑳ 洗車（随時）  

 

※ ⑫～⑮は稼働日当日に行うこと。⑯は時間がなければ翌日でも可 

  ※ ⑫～⑯について，令和８年２月下旬からは図書館システムを更新し，オンライン方式（以

下「オンライン方式」という。）で閉館業務を行う予定 

※ オンライン方式に変更後は，⑫，⑭及び⑯は巡回先で行うこと。他業務等により巡回先

で作業できなかった場合，稼働日当日に行うこと。⑯は時間がなければ翌日でも可 
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  ※ オンライン方式変更後に巡回先で接続不良等によりオンライン対応できない際は，オ

フラインで対応すること。また，⑫～⑯の業務についてオフラインで対応した場合も，

接続不良等の解消後にオンライン方式で必要な処理を行うこと。  

⑵ 貸出・返却業務 

（令和７年度予定巡回場所）月１回巡回 

① 図書館車    ステーション  69か所 

学校      ９校 

② 配本車     保育園等（紙芝居セット） 82か所 

配本所 ９か所 

注） ステーション・配本所・学校・保育園等の新設・変更・廃止は市民図書館が決

定する。 

③ 年間延べ貸出数 約８万５千冊（令和６年度実績） 

（貸出） 

  ④ 貸出処理（再貸出，予約資料貸出，利用カード不携帯時の対応含む。） 

（返却） 

  ⑤ 返却処理（紙芝居ケース等の確認，付属資料の確認等を含む。） 

  ⑥ 返却資料（他館資料，予約資料等）の別置 

  ⑦ 汚破損及び要修理資料の確認と別置 

（配架・書架整理） 

 ⑧ 資料の配架・整理整頓 

注） 資料の大幅な書架移動・除籍予定図書の選別等管理的業務は担当職員と協議して

行う。 

注） 配架 主に返却された資料を元あった書架に戻すこと。 

⑶ 保育園紙芝居セットの配本業務 

  ① 紙芝居セットが過去３年間で重複しないように選定 

  ② 初回のみ利用カード作成 

  ③ ＰＣ・ハンディによる貸出・返却 

⑷ 配本所への配本業務 

  ① 団体登録の申込み受付，制度の説明，利用カードの作成 

  ② 配本資料の書架・書庫からの抜き出し 

  ③ 団体貸出入力・貸出リスト出力・配本 

  ④ 団体貸出の返却入力・督促作業 

⑸ 学校への貸出業務 

  ① 学期ごとに巡回日の学校との調整（２か月前，年３回） 

  ② 年度初めに，バス積載本以外にも，本を持ち込む。年度末に全冊回収 

  ③ 学校ごとのクラス構成を把握のうえ利用カードを作成する。 

  ④ 学校においてＰＣ・ハンディによる貸出・返却 

  ⑤ クラスごとの貸出リストの出力と発送 

  ⑥ 不明・紛失図書届の受付 

⑹ 利用者登録業務 

  ① 利用カード申請の受付 

② 利用カードの作成・移動図書館利用方法の説明 

  ③ 登録事項変更申請の受付 

  ④ 利用カードの再発行 

  ⑤ 利用登録取消申請の受付（業務用端末での登録取消処理は担当職員が行う。） 

  ⑥ 業務用端末での利用者登録作業 

⑺ 予約業務 
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  ① 所蔵資料の予約受付・処理 

  ② 利用者への電話等による予約資料連絡 

  ③ 予約取消処理 

  ④ 取置き期限切れ及び未連絡資料確認と処理 

注） 図書の購入判断は担当職員が行う。 

⑻ 読書案内・調べもの相談業務 

  ① 月１回の新刊案内作成 

  ② クイックレファレンス対応 

⑼ 資料管理業務 

（資料管理） 

  ① 書庫の整理 

  ② 寄贈資料受取 

  ③ 指定された資料の修理（のりづけ，ブッカー補修等） 

  ④ 新規受入図書の受入処理・配架 

    （参考）令和６年度新規受入図書 2,042点 

（督促業務） 

 ⑤ ２か月以上の延滞者への督促（封書・葉書又は電話） 

 ⑥ 予約分の督促（予約が入った資料で返却が遅れているものへの封書・葉書又は電話

により督促） 

注） 資料の受入れ・除籍・移動等に関する判断は，担当職員が行う。 

注） 督促に関する事案で対応困難な場合は担当職員へ引き継ぐ。 

注） 汚破損認定，紛失確認，代替資料指定等は担当職員が行う。 

注） 弁償に関する事案で対応困難な場合は，市民図書館に戻った後に担当職員へ引

き継ぐ。 

⑽ 特別整理期間関係業務（毎年７月下旬～８月，３日間） 

 ① 蔵書点検は『蔵書点検マニュアル』に基づいて行う。 

⑾ 夏休み・冬季期間中の分館・分室の映画会の機材・機器の搬送 

（７～８月５回，11月:１回，３月:１回（令和６年度実績）） 

  ① 分館分室への機材・機器の搬送 

⑿ 日常業務・庶務関係業務 

  ① 電話対応 

  ② 移動図書館巡回日程表の作成・各館室へ配布 

  ③ ３か月の巡回予定表の作成・一般ステーションへ配布 

  ④ 消耗品類の管理 

  ⑤ ステーション駐車場所の管理者への礼状（年１回） 

⒀ 要望・苦情・トラブル対応 

 ① 事故等不測の事態への対応 

 ② 業務上の要望・苦情対応 

 ③ 利用者の問題行動対応 

 ④ 利用者の持ち物の盗難・置き引きへの注意喚起 

 ⑤ 急病・負傷者への対応 

注） すべての対応記録を残し，速やかに担当職員へ報告する。 

⒁ 附帯業務 

   担当職員から業務責任者への指示により，次の附帯業務を行うものとする。 

  ① 車両内書架への資料補充・入れ替えの補助 

  ② その他職員の指示に基づく資料等の運送 

   ア 本館からの図書等の配送業務 
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   イ ６月末，七夕行事用笹の各分館分室への配送。 

  ③ 前述ア～イ以外の移動図書館業務に支障のない範囲での軽作業 

⒂ その他 

⑴～⒁に記載された業務に関わる必要な業務 

 

５ 業務日，業務を要しない日及び業務時間 

⑴ 業務日 

   次の⑵に掲げる業務を要しない日を除く全ての日 （参考）年間約 300日 

⑵ 業務を要しない日 

① 月曜日 

② 12月 29日から１月３日まで 

③ 国民の祝日 

⑶ 業務時間 

   午前８時 30分から午後５時 15分 

 

６ 業務執行体制 

⑴ 業務の執行と配置 

   受託者は，委託業務を行うため業務責任者及び業務従事者を定めるとともに，次の業

務が円滑に履行できる必要な人員を常時配置すること。特に，稼動先窓口（ステーショ

ン等）の利用状況に応じて市民サービスに支障が生じることのない体制をとるなど適切

な措置を講ずること。なお，業務執行に当たっては，責任者又は副責任者のいずれかを

常に配置すること。 

   （令和６年度の業務内容）……巡回日程表参照（別紙） 

（参考）上記業務に対する令和６年度体制 

     職員 ７～８名（うちパート３～４名，運転手２名含む） 

⑵ 業務従事者の選任 

   受託者は，委託業務を的確かつ迅速に履行できる知識を有することはもとより，図書

館が生涯学習施設であることに留意し，親切・丁寧な接遇ができ，風紀・業務規律を乱

さない者を業務従事者として選任すること。また，ＩＴ機器（コンピュータ等）の操作

能力を有した業務従事者を選任すること。また，そのうち司書若しくは司書補資格を有

する者を 1名以上選任すること。 

⑶ 業務責任者の選任と業務 

  ① 業務責任者の選任と業務 

    受託者は，委託業務を円滑に履行するため，業務責任者としてその職に相応しい者

を選任するとともに，次の業務を行わせること。なお，業務責任者の氏名等は，事前

に市民図書館に届け出ること。 

   ア 巡回日程表・巡回予定表（一般ステーション・３か月）の作成，提出 

   イ 担当職員との連絡調整，業務日誌の作成・提出 

   ウ 事務分担表の作成・提出 

   エ 業務従事者に対する作業の指揮・監督 

   オ 業務従事者に対する指導・教育 

   カ 市民図書館長が指定する会議等への出席 

   キ その他業務責任者として必要な職務 

  ② 業務責任者の代理 

    受託者は，業務責任者が不在の場合に備え，その職務を代理する副責任者を選任し 

氏名等を事前に市民図書館に届け出ること。 

⑷ 総括管理者の配置と業務 
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   受託者は，総括管理者（民間事業者にあっては正規の社員であること。）を置き，図書

館の業務責任者との連絡調整の任に当たらせること。総括管理者は必要に応じて担当職

員と打ち合わせ，業務遂行状況をチェックすること。なお，総括管理者は業務責任者が

兼務することができる。 

 

７ 研修・教育訓練 

⑴ 委託業務開始前研修 

受託者は，必要に応じて図書館業務や接遇に関する研修を実施し，その内容・結果に

ついて報告すること。経費は受託者の負担とする。 

⑵ 委託業務開始後研修 

   受託者は，委託業務開始後においても必要に応じて研修を実施すること。また，委託

業務開始後に新たに配置する業務従事者に対しても，業務に従事する前に⑴の研修を実

施すること。経費は受託者の負担とする。 

 

８ 業務計画・業務報告等 

⑴ 業務従事者名簿の提出 

   受託者は，業務従事者名簿を委託業務開始前に市民図書館長宛てに提出すること。ま

た，業務従事者に異動がある場合には事前に届け出ること。（様式は双方協議の上，別

に定める。） 

⑵ 巡回日程表 

   受託者は，市民図書館と協議の上，委託業務に必要な巡回日程表（月間）を提出する

こと。巡回日程表は前々月 20日までに提出すること。（様式は双方協議の上，別に定め

る。） 

⑶ 業務日誌 

   受託者は，業務日誌を作成し翌日又は次の業務日までに市民図書館長に提出し，確認

を受けること。（様式は双方協議の上，別に定める） 

⑷ 業務の改善 

   受託者は，市民図書館長が委託業務の実施に関する調査又は報告を求めた場合には，

速やかに対応するとともに問題があるときは改善すること。また，事務処理方法等につ

いて改善を要する場合には双方協議の上，決定する。 

⑸ 業務の引継ぎ 

   受託者は，委託業務の内容について契約期間前に支障なく業務が遂行できるよう，必

要な期間担当職員及び前受託業者と引継を行うものとする。その際，司書若しくは司書

補資格を有する者を１名以上参加させるものとする。また，契約期間終了時にも支障な

く業務が継続して遂行できるように，次の受託業者と引継ぎをすること。なお，引継期

間における費用は受託者の負担とする。 

 

９ 受託者及び業務従事者の責務 

⑴ 関係法令等の遵守 

  ① 受託者及び業務従事者は，図書館法（昭和 25年法律第 118号），高知市立市民図書

館条例（昭和 24年条例第 49号），同施行規則（昭和 55年教育委員会規則第 16号）そ

の他関係法令等の規定を遵守すること。     

  ② 受託者及び業務従事者は，労働基準法その他労働関係法令を遵守しなければならな

い。 

⑵ 基本理念の理解 

   業務従事者は『オーテピア高知図書館サービス計画』及び『図書館要覧』を精読して

高知市民図書館のサービスの全容を把握するとともに，そのめざすものを理解し，常に
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念頭において委託業務に従事すること。 

⑶ 信用失墜行為の禁止 

   受託者及び業務従事者は，市の信用を失墜する行為をしてはならない。 

⑷ 業務上知り得た情報の秘密の保持 

   受託者及び業務従事者が業務履行上，直接又は間接に知り得た個人情報の取り扱いに

ついては，別記の「高知市個人情報取扱特記事項」によるものとする。 

⑸ 業務従事者の管理・監督  

   受託者は，業務従事者の管理・監督に努めなければならない。 

⑹ 業務の適正処理 

  ① 業務従事者は，委託業務を履行するに当たり，高知市立市民図書館条例，高知市立

市民図書館に関する要綱，その他高知市立市民図書館の業務に関する各規定に従って

業務に従事すること。 

  ② 業務従事者は，身だしなみ，言葉遣い，態度に気を配り，利用者に対して親切・丁

寧に応対して不信感，不快感を与えないこと。 

  ③ 業務従事者は，高知市民図書館の業務従事者として業務履行に適した服装をするこ

と。 

  ④ 業務従事者は，名札を着用すること。名札には社名「移動図書館業務受託会社○○

○○」及び「氏名」を表示すること。 

  ⑤ 業務従事者は，心身に障害のある来館者に対しては，介助その他それぞれの特性に

応じた適切な対応をとること。 

  ⑥ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成 25年法律第 65号）第８条

第２項に定める障害者への合理的配慮の提供については，「高知市障害を理由とする差

別の解消の推進に関する職員対応要領」に基づき，市の職員に準じた対応に努めるこ

と。 

⑺ 資料持ち出しの禁止 

   受託者及び業務従事者は，業務に関する仕様書及び市民図書館が提供する資料・貸出

記録などの関係書類を，市民図書館の許可なしには履行場所以外に持ち出し又は複写・

複製してはならない。 

⑻ 事故，事件，災害等緊急事態の対応 

  ① 業務従事者は，事故，事件，災害等の緊急事態が発生した場合は，市民図書館との

連絡を密にし，担当職員と協力して利用者の避難・誘導その他，状況に応じて適切に

対応すること。 

  ② 担当職員の勤務時間外及び不在時に事故，事件，災害等の緊急事態が発生した場合

は，受託者において適切な対応をとるとともに，直ちにあらかじめ市が指定した職員

に連絡し指示を仰ぐこと。 

 

10 使用車両について 

⑴ 使用する車両 

 たんぽぽ１号 たんぽぽ２号 

配置場所 高知市大原町 98番地１ 高知市大原町 98番地１ 

車  番 ＤＶＷ４１－０５６３４６ ＢＶＷ４１００１４０２ 

所 有 者 高知市 高知市 

登録番号 高知 800さ 9239 高知 800さ 1980 

登録年月 令和３年２月 平成 13年１月 

車  名 ニッサン シヴィリアン ニッサン シヴィリアン 

種  類 普通車 普通車 
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型  式 ＡＢＧ－ＤＶＷ４１改 ＫＫ－ＢＶＷ４１ 

排 気 量 4.47ℓ 4.16ℓ 

乗車定員 ４人 ４人 

車検期間 ２年ごと（次回令和９年２月） ２年ごと（次回令和９年１月） 

走行距離 16,755㎞（令和７年３月 31日） 88,165㎞（令和７年３月 31日） 

年走行予定距離 約 4,200km 約 3,500km 

※ 配本所・保育所等への配本車は，受託者側が配送用の軽貨物車（箱バン）を用意し

車体両側に『高知市民図書館 移動図書館業務受託会社○○○○』と表示すること。 

 

⑵ 車両の管理等（たんぽぽ１号・２号） 

  ① 運行前後点検等の一般的点検等 

   ア 高知市自動車管理規程に基づく点検及び運転日誌の記入・提出 

   イ 車両内外の清掃 

    ※ 点検・清掃の目安は次のとおりとする。ただし，汚損が激しいときは，必要に

応じて清掃時間を延長する。 

     ・出発前：始業点検 

     ・帰館後：終業点検，車内清掃 

  ② 車両の保守点検・修理等 

   ア 受託者が負担する消耗品，修理等の費用は，次のとおりとする。 

     (ア) 任意保険の加入 

      a 対人損害賠償担保：無制限（搭乗者込み） 

      b 対物損害賠償担保：1000万円以上 

    （イ）燃料（軽油）補給 

    （ウ）車両の洗車及び清掃に必要な消耗品 

    （エ）事故等で車両等を破損した場合の修理 

   イ 市が負担する消耗品，修理等は次のとおりとする。 

    （ア）車検及び法定点検費用（自動車賠償責任保険料・重量税・印紙税・リサイク

ル税を含む。） 

    （イ）車載道具，車載アンプ，スピーカー，ジャッキ，スペアタイヤ， 

タイヤストッパー，非常信号用具，タイヤ，バッテリー等の交換 

（ウ）通常使用による故障の修理 

    （エ）その他市が必要と認めたもの 

   ウ 通常使用による故障で修理困難となった場合は，巡回日程等について甲乙協議の

上，決定する。 

 ⑶ 事故時の処理に関する一切の業務 

  ① 事故の報告及び処理等 

      ア 業務中に事故，故障が発生した場合は，速やかに関係機関へ連絡して応急処置を 

        行うとともに，下記に連絡すること。 

       高知市追手筋二丁目１番１号 高知市民図書館(図書館・科学館課) 

                     ℡：088－802－6019 

   イ 事故，故障等に係る経費及び費用負担等の事故全般に係る業務 

 ⑷  車両の運行等 

  ① 1 台につき運転業務従事者１名と受付業務従事者１～２名で配本場所等への巡回を

実施すること。 

  ② 経路上で，許可条件を遵守して「自動車のスピ－カによる広報活動」を行うこと。 

  ③ 駐車の際は，必要に応じてタイヤストッパーを使用し，事故防止に十分配慮するこ 

      と。また，車両を離れる場合は必ず施錠し，盗難防止に十分配慮すること。この間に 
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      おいて事故又は盗難があった場合は，受託者の責任において損害賠償すること。 

  ④ 高齢者施設等，福祉施設の配本場所における利用者の昇降介助等を行うこと。 

  ⑤ 図書館バス（たんぽぽ１号・２号）を運転するものは，大型又は中型(８t限定不 

      可)自動車免許を有するものとする。 

  ⑥ 車両の運転前後に運転者の酒気帯びの有無をアルコール検知器で確認し，記録する

こと。出発時の運転者から同乗者に交代して運転する可能性がある場合は，同乗者も

運転前後のアルコールチェックを実施すること。 

 

11 その他 

 ⑴ 仕様書に定めのない事項については，市民図書館と受託者が協議して定めるものとす 

   る。 

 ⑵ 委託業務の履行に必要な光熱水費，通信費（連絡用電話代等を含む），備品，消耗品 

   等は，市が負担する。受託者は常にその節減に努めなければならない。 

 

12 個人情報の取扱いについて 

   受託者は，業務の履行に当たって作業の管理体制及び実施体制並びに個人情報の管理の 

状況（以下「管理体制等」という。）について，定期及び随時に，点検を実施し，本市に

報告すること。また，本市は管理体制等について検査を行うものとし，受託者は，毎年

10 月に高知市個人情報取扱委託業務に関する個人情報取扱状況報告書（様式第１号）又

は個人情報の取扱状況等を報告する書面（以下「取扱状況報告書等」という。）を本市に

提出すること。 

※ 受託者による点検実施後の報告については，検査前に本市に提出する取扱状況報告書

等により代えることができる。  

※ その他，個人情報保護制度については，高知市広聴広報課ホームページを参照するこ

と。 
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別記 

個人情報取扱特記事項 

 

（基本的事項） 

第１ 乙は，この契約による業務を処理するための個人情報の取扱いに当たっては，個人情

報の保護の重要性を認識し，個人の権利利益を侵害することのないように，個人情報の保

護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号。以下「法」という。）その他関係法令を遵守

し，適切に取り扱わなければならない。 

（秘密の保持） 

第２ 乙は，この契約による業務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ，

又は不当な目的に利用してはならない。この契約が終了し，又は解除された後においても，

また同様とする。 

（適正な管理） 

第３ 乙は，この契約による業務を処理するための個人情報の漏えい，滅失，改ざん，毀損

等の防止その他の個人情報の適切な管理のために，法その他関係法令に基づき，高知市保

有個人情報の安全管理のための措置に関する取扱要綱（令和５年２月 24日制定）に定める

安全管理措置と同等の措置を講じなければならない。 

２ 乙は，前項の措置に係る規定等を整備するとともに，管理責任者及び業務従事者の管理

体制及び実施体制並びにこの契約による業務を処理するための個人情報の管理の状況に係

る自己点検に関する事項等の必要な事項を定め，この契約による業務を処理するための個

人情報を取り扱うまでに書面により甲に通知しなければならない。 

（従事者への監督及び教育の実施） 

第４ 乙は，この契約による業務の処理に関し，個人情報を取り扱う従事者を明確にし，当

該従事者が本特記事項を遵守するように監督するとともに，在職中及び退職後においても，

この契約による業務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ，又は不当

な目的に利用してはならないこと等，個人情報の保護に関して必要な事項について，教育

及び研修をしなければならない。 

（取得の制限） 

第５ 乙は，この契約による業務を処理するために個人情報を取得するときは，業務の目的

を達成するために必要な範囲内で，適法かつ公正な手段により行わなければならない。 

（取扱制限） 

第６ 乙は，この契約による業務を処理するに当たって，個人情報を取り扱う権限を有する

従事者及びその従事者に付与する権限を必要最小限のものとし，取り扱う権限を有しない

従事者に個人情報の取扱いをさせてはならない。 

（目的外利用及び第三者への提供の禁止） 

第７ 乙は，甲の指示又は承諾がある場合を除き，この契約による業務に関して知り得た個

人情報をこの契約による業務の目的以外の目的で利用し，又は第三者に提供してはならな

い。 

 （消去等） 

第８ 乙は，この契約による業務を処理するための個人情報又は個人情報が記録されている

媒体（端末及びサーバに内蔵されているものを含む。）が不要となった場合は，甲の指示に

従い，当該個人情報の復元又は判読が不可能な方法により当該個人情報の消去又は当該媒

体の廃棄を行わなければならない。 

（複製等の制限） 

第９ 乙は，この契約による業務を処理するための個人情報の複製及び送信並びに個人情報

が記録されている媒体の個人情報を取り扱う事務を実施する区域外への送付又は持ち出し

をしてはならない。ただし，甲の指示又は承諾がある場合は，この限りでない。 
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（再委託等の制限） 

第 10 乙は，この契約による業務を処理するための個人情報を自ら取り扱うものとし，甲の

承諾を得た場合に限り，その取扱いを再委託先（再委託先が乙の子会社である場合を含

む。）に委託することができる。再委託先が再々委託を行う場合を含み（再々委託先が再

委託先の子会社である場合を含む。），以降もまた同様とする。 

  (再委託先等の安全管理措置) 

第 11 乙は，再委託を行う場合は，再委託先に対して本特記事項における安全管理措置を講

じさせなければならない。再委託先が再々委託を行う場合を含み，以降もまた同様とする。 

 （資料等の返還等） 

第 12 乙は，この契約による業務を処理するために甲から提供を受け，又は乙自らが取得し，

若しくは作成した個人情報が記録された資料等（第９ただし書の規定により複製したもの

を含む。）を，この契約の終了後直ちに甲に返還し，又は引き渡し，若しくは第８に規定す

る消去又は廃棄をするものとする。ただし，甲が別に指示したときは，その方法によるも

のとする。 

（点検及び実地検査等） 

第 13 乙は，定期に，及び甲から報告を求められた場合は随時に，乙がこの契約による業務

を処理するための個人情報の取扱状況及び本特記事項の遵守状況について点検を実施し，

甲に報告しなければならない。 

２ 甲は，乙がこの契約による業務を処理するための個人情報の取扱状況及び本特記事項の

遵守状況について，随時実地により乙に対して検査を行うことができる。 

３ 乙がこの契約による業務の処理を再委託する場合は，乙を通じて，又は甲により前項の

検査を実施する。再委託先が再々委託を行う場合を含み，以降もまた同様とする。 

４ 乙は，前３項に定める点検又は実地検査の結果，甲からこの契約による業務を処理する

ための個人情報の取扱いに関して改善を指示された場合は，その指示に従わなければなら

ない。 

（事故発生時等における対応） 

第 14 乙は，本特記事項に違反する事態が生じ，又は生じるおそれのあることを知ったとき

は，直ちに甲に報告し，甲の指示に従うものとする。 

２ 乙は，本特記事項に違反した者に対し，法令又は内部規程その他関係規程に基づき厳正

に対処しなければならない。 

（損害賠償） 

第 15 乙は，本特記事項に違反したことにより甲又は第三者に損害を与えたときは，その損

害を賠償しなければならない。 

（契約の解除） 

第 16 甲は，乙が本特記事項に違反していると認めたときは，この契約を解除することがで

きる。 

 

 

 


